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元気に生きる秘訣を参加者に伝授

三
月
十
六
日
、
中
央
図
書
館
で

た
ま
歯
科
医
院
院
長
の
玉
内
弘
先

生
と
、
８
０
２
０

ハ
チ
マ
ル
ニ
ー
マ
ル

健
康
静
岡
２
１

推
進
委
員
で
童
話
作
家
の
平
野
ま

す
み
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
歯
周

病
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。玉

内
先
生
か
ら
は
歯
周
病
と
い

う
病
気
や
、
予
防
法
、
治
療
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
い
講
義
が
あ

り
、
平
野
さ
ん
は
、
８
０
２
０
運

動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
も
と

三
月
二
十
三

日
、『
佐
藤
健
太

の
Ｚ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

ジ

コ

モ

報
告
会
』
を
中
央

図
書
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

市
職
員
で
あ
る

佐
藤
健
太
さ
ん

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ジ

ャ

イ

カ

の

青
年
海
外
協
力
隊

に
志
願
し
、
平
成

十
七
年
十
一
月
か

ら
二
年
間
、
ア
フ

リ
カ
の
マ
ラ
ウ
イ

共
和
国
で
青
少
年

へ
の
職
業
訓
練
や

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

エ
イ
ズ
予
防
啓
発
活
動
等
に
従
事

し
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
会
場
に
集
ま
っ
た

約
四
十
人
は
、
佐
藤
さ
ん
が
語
る

マ
ラ
ウ
イ
で
の
貧
困
や
エ
イ
ズ
の

現
状
、
外
か
ら
見
た
日
本
の
現
実

に
驚
き
や
感
嘆
の
声
を
あ
げ
、
報

告
会
終
了
後
も
佐
藤
さ
ん
へ
の
質

問
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
日
、
会
場
を
訪
れ
た
高
校

生
の
一
人
・
廣
沢
翔
子
さ
ん
（
伊

豆
中
央
高
校
二
年
・
当
時
）
は
、

「
今
ま
で
日
本
だ
け
で
も
の
を
考

え
て
い
た
け
ど
、
世
界
に
目
が
広

が
っ
た
。
家
に
余
っ
て
い
る
も
の

は
、
海
外
に
送
っ
て
あ
げ
た
い
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
年
二
回
、

市
民
参
加
の
国
際
協
力
『
世

界
の
笑
顔
の
た
め
に
』
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
海
外
の
貧

し
い
国
々
に
送
る
品
物
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
）

電
話
０
３
（
５
３
５
２
）
５
５

５
０

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jica.go.jp/part-

ner/sm
ile/index.htm

l

ま
で
。

派遣に向けて意気込みを語る高田さん（左）

三
月
十
九
日
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ジ

ャ

イ

カ

の

シ
ニ
ア
海
外
協
力
隊
と
し
て
ア

フ
リ
カ
の
サ
モ
ア
に
派
遣
さ
れ

る
高
田
輝
明
さ
ん
（
長
岡
）
が
、

出
発
を
前
に
望
月
市
長
を
訪
ね

ま
し
た
。

空
調
設
備
関
係
の
会
社
で
三

十
五
年
間
、
海
外
の
代
理
店
に

技
術
指
導
を
す
る
仕
事
を

し
て
い
た
高
田
さ
ん
。
定

年
後
に
、
そ
の
技
術
を
生

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
シ
ニ
ア
海
外
協

力
隊
を
知
り
、
応
募
し
た

と
の
こ
と
。

す
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

派
遣
経
験
の
あ
る
高
田
さ

ん
は
そ
の
体
験
談
を
語
り

な
が
ら
、「
自
分
た
ち
の
常

識
が
通
じ
な
い
。
他
の
文

化
を
知
る
こ
と
は
本
当
に

お
も
し
ろ
い
」
と
充
実
感
を

表
し
ま
し
た
。
市
長
は
「
年
を
と

っ
て
も
持
っ
て
い
る
技
術
は
な

く
な
ら
な
い
。
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

高
田
さ
ん
は
、
伊
豆
の
国
市
を

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
入
国

心
得
』
の
英
語
版
を
持
っ
て
三
月

末
に
出
発
し
ま
し
た
。

写真や映像を使って活動を報告しました

四
月
六
日
、
市
消
防
団
任
命
式

を
長
岡
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

新
た
に
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
た
土

屋
實
み
の
る

消
防
団
長
が
、
本
部
役
員
、

各
分
団
員
を
任
命
し
ま
し
た
。
ま

た
、
前
消
防
団
長
の
諏
訪
貢
太
郎

さ
ん
に
、
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
分
団
に
統

合
し
た
新
体
制
で
、
今
年
度
も
災

害
の
未
然
防
止
と
、
災
害
時
の
対

応
に
あ
た
り
ま
す
。
任
命
者
は
次

の
と
お
り
。

本
部

副
団
長

井
川
敏
秋

本
部
長

山
田
宗
克

教
育
訓
練
指
導
員

狩
野
稔
、

杉
山
昌
司

ラ
ッ
パ
長

福
山
学

第
一
分
団

分
団
長

鈴
木
正
之

副
分
団
長

佐
藤
勇
一

部
長

蛭
海
健
太
郎
、
野
口
健

一
、
鈴
木
由
徹
、
川
口
成
久

班
長

足
立
浩
男
、
大
沢
真
彦
、

松
下
博
司
、
松
下
佑
介

第
二
分
団

分
団
長

関
野
勝
弘

副
分
団
長

山
田
英
貴

部
長

渡
辺
太
一
、
風
間
健
一
、

渡
辺
祥
司

班
長

水
口
裕
介
、
町
田
一
剛
、

杉
山
正
樹

新
入
団
員

井
出
剛
志
、
望
月

敬
太
、
狩
野
祐
輔
、
青
木
一
樹
、

土
屋
直
樹

第
三
分
団

分
団
長

井
川
宏
之

副
分
団
長

町
田
公
二

部
長

宮
崎
文
隆
、
水
口
学
、

佐
野
和
正
、
内
田
航

班
長

田
口
卓
也
、
水
口
明
士
、

殿
岡
裕
行
、
内
田
祐
太

新
入
団
員

山
下
剛
士
、
内
田

雄
一

第
四
分
団

分
団
長

前
田
優

副
分
団
長

尾
崎
昭
仁

部
長

小
澤
竜
哉
、
清
水
重
貴
、

足
立
英
樹
、
植
松
正
輝

班
長

小
澤
将
司
、
渡
邊
元
浄
、

野
本
紀
弘
、
青
木
優

新
入
団
員

伊
奈
貴
之
、
北
條

裕
也
、
清
水
隆
之

第
五
分
団

分
団
長

井
澤
憲
裕

副
分
団
長

佐
藤
崇
彦

部
長

諏
訪
祐
一
、
鈴
木
誠
、

今
田
広
記
、
監
物
宏
昌

班
長

堀
池
純
平
、
堀
井
和
雅
、

久
保
田
寧
光
、
小
林
弘
之
助

新
入
団
員

山
下
久
人
、
金
井

泰
浩
、
小
長
井
徹

第
六
分
団

分
団
長

渡
辺
広
行

副
分
団
長

山
田
昭
太
郎

部
長

木
内
洋
介
、二
藤
新
、

土
屋
誠
、
神
尾
剛

班
長

山
田
勇
介
、
大
川
貴

義
、
二
藤
健
、
鈴
木
嘉
仁

新
入
団
員
　
山
田
芳
裕
、
石

渡
輔
、
二
藤
光
、
池
谷
晋

第
七
分
団

分
団
長

稲
村
佳
弘

副
分
団
長

武
田
亮

部
長

川
上
登
、
秋
山
成
、

高
橋
紀
之
、
松
下
千
春

班
長

小
早
川
隆
之
、
長
谷

川
雄
太
、
川
口
雄
介
、
河
原
崎

仁新
入
団
員

平
岩
純
、
森
洋
二

郎
、
前
田
明
秀
、
酒
井
圭
一

第
八
分
団

分
団
長

芹
澤
誠
吾

副
分
団
長

遠
藤
学

部
長

鈴
木
滋
雄
、
山
田
知
弘
、

平
井
満
治
、
高
橋
裕

班
長
　
高
野
博
光
、
渡
辺
篤
史
、

大
村
壽
正
、
芹
澤
友
樹

新
入
団
員
　
細
田
知
司
、
西
川

寛
之
、
勝
又
悠

第
九
分
団

分
団
長

杉
村
明
彦

副
分
団
長

北
野
好
幸

部
長
　
小
川
正
樹
、
中
村
友
也
、

鈴
木
悠
介
、
塩
谷
健
一

班
長
　
萩
原
孝
大
、
菊
池
昭
雄
、

渡
辺
宏
幸
、
土
屋
健

新
入
団
員
　
石
井
敏
健
、
井
川

博
也
、
谷
口
貴
哉
、
岩
崎
真
都
、

池
谷
光
、
梅
原
美
彦
、
菊
池

貴
司
、
渡
辺
真
一

第
十
分
団

分
団
長

川
口
健
次

副
分
団
長

佐
野
幸
男

部
長
　
高
橋
篤
史
、
土
屋
重
治
、

川
口
義
博
、
佐
藤
広
和
、
三
枝

文
和
、
今
井
文
亮

班
長
　
梅
原
智
彦
、
西
島
基
弘
、

古
屋
寿
洋
、
梅
原
良
浩
、
本
多

太
樹
、
土
屋
邦
行

新
入
団
員
　
池
谷
真
郷
、
大
城

佑
貴
、
土
屋
丞
、
古
屋
将
稔

第
十
一
分
団

分
団
長

鈴
木
一
雄

副
分
団
長

渡
邊
佳
史

部
長
　
古
屋
英
道
、
堤
竜
也
、

鈴
木
栄
一
、
公
野
一
孝

班
長

西
島
貴
久
、
梶
谷
和
貴
、

飯
田
貴
久
、
梶
山
義
人

新
入
団
員

関
野
高
史
、
菊
池

健
太
、
関
野
恭
輔
、
石
井
弘
希
、

西
島
悠
祐

第
十
二
分
団

分
団
長

矢
田
一
総

副
分
団
長

渡
辺
一
仁

部
長

渡
辺
比
呂
志
、
新
村
直

人
、
飯
塚
幸
宏
、
山
根
圭
介

班
長

山
口
新
哉
、
森
智
也
、

林
星
児
、
渡
辺
稔

新
入
団
員

梅
原
佑
弥
、
小
林

達
也
、
佐
藤
広
弥
、
新
村
浩
二

に
毎
日
を
元
気
に
生
き
る
た
め
の

秘
訣

ひ
け
つ

を
話
し
、
８
０
２
０
運
動
推

進
の
紙
芝
居
『
ゆ
び
き
り
げ
ん
ま

ん
』の
朗
読
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
積
極
的
に
質
問
を

し
た
り
、「
分
か
り
や
す
か
っ
た
、

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

分団長を任命する土屋消防団長（右）

宣誓書を読み上げる新入団員


